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「ＦＡＣＴ ＦＵＬＮＥＳＳ」 

総務部長兼社会アドバイザー・地歴 深田富佐夫 

ハンス・ロスリング、オーラ・ロスリング、アンナ・ロスリング、ロンランド/著 

日経ＢＰマーケティング/発行 

「世界はどんどん悪くなる一方だ」「答えは一つしかない」 

「問題解決のためにはその張本人を探すべきだ」「何か 

を変えるには劇的に仕掛けたほうがうまくいく」と思って 

いる皆さんにぜひ読んでもらいたい本です。思い込みで 

判断せず、根拠をもって深く考えよう。 

「ラーメン二郎にまなぶ経営学」 

高校３学年Ａ組担任兼教育相談部長・保健体育 梁川啓介 

牧田幸裕/著・東洋経済新報社/発行 

ラーメンは好きですか？『ラーメン二郎』はご存じです 

か？『ラーメン二郎』は首都圏を中心に全国に４４店舗 

あるラーメン店です。宣伝無しでもどこも大行列。なぜ 

ジロリアンはあれほどまでに魅了され続け増殖するの 

か？そんな疑問を経営学観点から考察する１冊です。 

 

「Winny 天才プログラマー金子勇との７年半」 

高校３学年Ｂ組担任兼情報科主任・情報 白井稔実 

壇俊光/著・インプレス/発行 

今から約２０年前の実話。デジタルと司法の姿勢に 

ついて考えさせられる作品。この事件と裁判は日本の 

デジタルやインターネットの技術の発展に負の影響を 

残したとも言われる。確かに無罪判決が出るまでの間、 

デジタルに関する国産の情報系の産業はあまり育って 

いない。読み進めていく中で、技術の進展と権力を握っ 

ている組織の都合がわかり合うようにならなくてはと考えさせられた。 

「イクサガミ 天」 

高校３学年Ｃ組担任・地歴 伊藤司 

今村翔吾/著・㈱講談社/発行 

金か、命か、誇りか。刀を握る理由はなんだ。明治１１ 

年、深夜の京都、天龍寺。「武技ニ優レタル者」に「金 

十万円ヲ得ル機会」を与えるとの怪文書によって、腕に 

覚えがある２９２人が集められた・・・。 

「お菓子の船」 

高校３学年Ｄ組担任兼理科主任・理科 和泉洋一 

上野歩/著・㈱講談社/発行 

亡き祖父が作ってくれたどら焼きの味が忘れられなくて 

和菓子職人を目指した女性の物語です。男性ばかりの 

職人の世界で、失敗を重ねながらも真剣に仕事に向き 

合う主人公の姿は、私たちに勇気をくれます。戦時中、 

祖父は海軍の給糧艦で働いていました。戦場へ食料を 

届ける軍艦があったという史実にも驚かされます。 

この本は全国の高等学校入試問題にも引用されています。 

 

 

 

「中国哲学史」 

高校３学年Ｅ組担任・国語 重野宏一 

中島隆博/著・中央公論新社/発行 

本書の特徴は、西洋の中国哲学受容の歴史が語られ 

ている点である。例えば、１７世紀の西洋哲学者が初め 

て「中国」に出会ったとき、聖書よりも古い歴史がある 

ことや神様という概念がなくても国家を運営できること 

などに衝撃を受けていた様子は非常に面白い。 

「世界はシステムで動く」 

高校３学年Ｆ組担任・理科 曽田泰宏 

ドネラ・H・メドウズ/著・英治出版㈱/発行 

近年、世界情勢が目まぐるしく変わる中で、様々な 

課題が生じています。本書はＳＤＧｓの考え方のもとと 

なった氷山モデルについて述べられています。まずは 

身近な課題を見つけて本書を参考にしながら様々な 

解決方法を模索してみて下さい。 

 

「マンガでわかるＮＩＳＡ&ｉDeCo入門」 

高校３学年Ｇ組担任・地歴 稲垣雄一郎 

鈴木一之/監修・㈱新星出版社/発行 

お金の話になると「いやしい」「欲深い人」のような 

ネガティブなイメージがあるのではないでしょうか。 

高等学校の家庭科の授業では「金融教育」が始まり、 

徐々にお金に関してポジティブなイメージが定着し 

つつあります。お金は「寝かせて増やす」時代から「働 

かせて増やす」時代へと変化しています。投資に興味 

を持ち始めた人、リスクを抑えて安定した資産運用をしたい人向けにＮＩＳＡ

とｉDeCoについてマンガを交えて学べる一冊です。 

 

「ＪＡＬ再生 高収益企業への転換」 

高校３学年Ｈ組担任・保健体育 窪谷映美 

引頭麻実/編著・日本経済新聞出版/発行 

2010年に経営破綻した日本航空の再生ストーリー 

です。奇跡の再生劇を生んだ「稲盛改革」、皆さんに 

も共感できる JAL フィロソフィがきっとあるはずです。 

私の好きなフィロソフィは「楽観的に構想し、悲観的に 

計画し、楽観的に実行する」です。 

「中学生の知識で数学脳を鍛える」 

高校３学年Ｉ組担任兼数学科主任・数学 井上敬康 

鈴木貫太郎/著・大和書房/発行 

私の好きなＹｏｕTuberの本です。内容を理解する 

のには多少数学的知識を必要としますが、何よりも 

「数学脳とは物事の本質を捉える力」「社会で本当 

に役立つ力は理論的思考力」ということを力説して 

いるところが気に入りました。 

 

 

 

先生方によるおススメ本紹介企画           (POP作成)高２Ａ加瀬・高２Ｃ野村・高２Ｅ阿部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


